
藻類Jpn.J. Phycol. (Sorui) 47・231-232，November 10， 1999 

今年4月24日に，国立科学博物館の新館 (上野)が

オープンした。その l階が「生物の多様性 :海洋生物j

というテーマで，海洋の生物環境を中心に展示を展開

し，海藻を扱った展示も設けることができた円。今回は

そのなかから「温帯の海Jと「亜寒帯の海jの海中林の
ジオラマ展示を紹介し，会員諸賢の来館を乞いたい。

ご存知のように，従来博物館の展示において海藻は

脇役に徹してきた。生物の分類展示では往々にして省

かれ，ジオラマでは背景の一部に甘んじてきた。博物

館が集客を重視すれば，クジラやラッコに比べて感情

移入の難しい「退屈なj生物にスペースを割きにくい

し， I得体の知れない」ものを取り上げて説明に窮する

ような危険も考慮しなければならない。そうした配慮

の結果，知名度の高い有名生物ばかりを並べた展示室

や，宝塚歌劇の舞台のように美しくすっきりとしたジ

オラマが相場である。しかし，この世界はスターだけ

で成り立っているわけではない。ラッコの食欲も，肉

眼では見えない微生物から直接の餌になる魚介類まで

揃って初めて満たされるのであって，それらを省いた

ジオラマは水族館の飼育室の再現と本質的に変わらな

い。陸の上で生活する人間になじみがなくとも，海藻は

分類学的にも生態学的にもラッコより大きな存在である

ことを，どこよりもまず博物館の展示が語る必要があ

る。

そこで私たちは，漠然と海にすむ生物を並べるので

はなく，温帯域と亜寒帯域からそれぞれのモデルとな

る場所を選定し，現地ロケを行い，生きている生物環

境を可能な限り忠実に再現した，ぐちゃぐちゃした生

北山太樹:海中林の展示

一国立科学博物館の場合一

231 

物相を眺められるジオラマを制作することを構想し

た。大袈裟に表現すれば，太陽の光から魚の糞にいた

るまで，海中林の濃密なー|瞬間を切り取って上野に置

くのが私たちの理想であった。

しかし，現実は甘くない。設計1年，施工l年とい

うとんでもなく慌ただしいスケジュールに追いまくら

れ，現地調査と標本採取を同時に行うという離れ技を

余儀なくされた。また，すべての海藻が大から小まで

l点ずつ勘定されるので，採集制作作業は実に困難

なものとなった。ジオラマ全体がl点の作品だと思っ

ていた私は，現地で途方にくれたものである。なんと

か限りなく理想に前向きなジオラマの完成に辿りつく

ことができたのは，注文の多い施工を担当した株式会

社丹青社や獅子奮迅の潜水活動をした株式会社日本海

洋生物研究所の方々のおかげである。お礼申し上げた

U 、。

「温帯の海J
暖流のi影響を受ける太平洋岸にみられる海岸の潮間

帯下部から漸深帯に至る岩場を想定した。1998年4月

に静岡県下田市で現地ロケを行った。その際，当時の

筑波大学下回臨海実験センタ一所長，横j賓康継教授の

強力な協力を得ることができ，潜水による私の鼻血以

外は無事，調査・採集を完了した (図1)。

完成したジオラマはカジメの海中林が主役で，暖流

系の多種多数の魚介類が脇役としてそこかしこに隠れ

暮らしている(図2)。現地で潜ってみると実際のカジ

メ海中林の林内は暗く，見上げると海面の向こうの太

陽の光が木漏れ|場のように「林冠」の隙聞から差し込

んでくる景観が強く印象に残った。そのイメージを活

かそうと， 欝蒼とした「林冠」になるように高さを揃

えたが，実際の「林床Jの暗さを得るためにはもう少
し本数が欲しいと今も思う。カジメの葉状部と付着器

は実物を樹脂で加工したが，茎は脱水すると著しく細

くなるのでビニール製である。もっとも悩んだのは色

彩である。カジメの業はチヨコレートのような暗い褐

色を呈しているのに，海中にあるときはそれが味噌の

ような明るい茶色にみえる。あらかじめ明るい色調で

図1 採集されたカジメ (静岡県下回)。 スケールは 170cm。 彩色し，生きた色!惑が得られるようにした。
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海中林の中を歩くオープン型ジオラマの構想もあっ

たが，安全性の確保や標本のメンテナンスが困難なこ

とから断念した。そのかわり，手前の床の一部が強化

ガラスで，岩礁帯が切れて砂地になる辺りを上から見

おろすことができる。ここには 「寄り藻jのつもりで

ちぎれたカジメの業を数片置いた。ロケ現場にはもっ

と多数の破片が見られたのだが， r藻屑Jを予算化しな
かったために充分な数を置けなかったのが悔やまれる。

カジメの他に以下の海藻を配置しているほか，擬岩

には石灰謀の斑紋を丁寧に施した。緑藻タマミル，ミ

ル，褐藻:アカモク，アミジグサ，アラメ，ウミウチ 図3.r亜寒帯の海J(新館 11精)
ワ，オオパモク，サナダグサ，ヒジキ，ヘラヤハズ，ワ

カメ，紅謀 :エツキイワノカワ，ヒラガラガラ，ヒラ

クサ，マクサ，ユカリ。

前号で菊池則雄氏が紹介されたように， 3月に開館

した千葉県立中央博物館分館海の博物館もカジメ海中

林の展示を行っている(第47巻第2号)。そのジオラ

マも見事な出来で，魚の背景としてではなく ，生態系

の主役として海藻を扱っている点は私たちの狙いと一

致する。私は開館直前に知ってJJ干を冷やしたが，ご覧

になられる側にとっては比べる楽しみがあるのではな

いかと思う。

「亜寒帯の海J
寒流の影響を受ける北海道沿岸のi朝間帯下部から漸

深帯を想定した。1998年7月に北海道経臼11町でロケを

行った。縫臼漁協の石亀正則氏の協力で，海藻類と魚

介類の標本採取や写真，ビデオ撮影を行った。

オニコンブとアツバスジコンブからなるコンブ海中

林を左iJ!l)の岩礁に配置した (区)3)。右側にはあえてコ

ンブ類を置かず，白色の斑紋のある岩を並べて磯焼け

の状態を表現した。アッパスジコンブ，オニコンブの

他にも，次のi海藻を配置したので，上野に寄られた|療
には探してみていただきたい。褐淡 :アナメ，エゾイ

図2.r温帯の海J(新館11皆)

シゲ，ナガコンプ，ネコアシコンブ，ヒパマタ，紅諜:

オキツパラ，カレキグサ，クシペニヒパ，クロハギン

ナンソウ，ハケサキノコギリヒパ，フジマツモ。

このジオラマでは特に，コンブ類が海底に横臥して

群生している様子を忠実に再現した。絵本からテレビ

まであらゆるメディアで，いまなお根強く拙かれる，

あの岩陰からすらりと立ち上がる緑色のコンブのイ

メージを修正する一助になれは、幸いである。たとえ

ば，最近中学校で使われている理科用教科書のなかに

は、カジメとマコンブが同じ場所に生えているかのよ

うなイラス トを載せているものがある (r新編新しい

科学2分野」東京書籍)。それはまだ仕方ないとして

も、マコンフ'が立ち上がって生えているかのように拙

かれているのはいただけない。まず，生きた海藻の正

確な姿が社会に広〈浸透しなければ，いくら海の環境

破壊を説いても，その深刻さを具体的にイメージでき

ないのではないかと思う。我が国の子どもたちにと っ

ては，海藻はいまやポケモンよりリア リテイを欠いた

存在かもしれない。海渓の名者回復の願いを込めたジ

オラマである。

'1このほかに， rジャイアントケルプの海J，r海洋植物の多様
性」の常設展示があります。

(国立科学博物館)

[国立科学博物館]

所在地 :干 110-8718東京都台東区上野公園7-20

TEL: 03-3822-01l1(代)， FAX: 03-5894-9898 

インターネットホームページ :http://www.k油aku.go.jpf

交通 :JR上野駅公関口下車徒歩5分

開館時間 :9:00 -16:30 (入館は 16:00まで)

休館日 :毎週月明日(ただし，臼 11程日・月 H程日が休日

の場合は火H程日).年末年始(12月初日-1月4日)・

消毒休館EI(春季・ 秋季)

入館料 :大人420円，児童・生徒70円。




